
（別紙３）

～ 2026年3月25日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2026年3月25日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

前年度から新たに「言語聴覚士」の方を採用させて頂き、「マカト
ン法」を中心とした言語支援のプログラムや専門支援プログラムを
開始している。現在は限定されたお子さんに対して行っているが今
後、幅広くご支援できるように職員でも定期的に勉強会をしてイン
プットをしている。

2

少人数にすることとどうしてもその空間だけを維持したいがために
固執し切り替えが出来ないお子さんもいる。そういったお子さんも
こういった機会に切り替えをすることである種の「妥協」を覚えて
社会で生活をしやすいように更に支援をしていけるように環境設定
を行っている。

3

振り返りの質を高めるために、毎回のテーマを設定し、視点を明確
にした上で深掘りを行うとともに、「事実の整理」「要因の分析」
「代替案の検討」といった役割を分担し意見交換をはかる。
課題だけでなく、うまくいった支援についても積極的に取り上げ、
その要因を言語化し、再現可能な形で共有することを重視する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個々の経験や感覚に依存するのではなく、支援の考え方や関わり方
を組織として共有・標準化していくことが重要である。そのため、
指示の出し方や肯定的な関わり、行動が崩れた際の対応手順などに
ついて、具体的な支援の型として言語化し、職員間で共通理解を図
る。個人の力量に依存するのではなく、チームとして再現性のある
支援を提供できる体制の構築を目指す。

2

場所自体は変えることが難しいため、サテライト的にお部屋を借り
るなどの検討が必要。現在は新しい事業所を増やすなどを検討して
いる。

3

現状は設置見通しが立たないために寒い日に水を使う際はヒーター
が置いてある。駐車場にもおいても空きが出次第の変更になる。

○事業所名 ラボデミHOME

○保護者評価実施期間 2026年3月1日

○保護者評価有効回答数

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

インフラ整備がされてない。 ガス給湯器自体がついておらず、寒い日にもお子さんたちも職員も水
で手を洗ったり洗い物をする必要がある。また、上記の2にも当ては
まるが駐車場が遠いと事故の確率が上がってしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援のお子さんへの支援において、限られた職員でしか出来
ないことが課題として挙げられる。

児童発達支援においては、個別支援や小集団支援が主になる為、職員
の支援の質に大きなばらつきが出てしまう。

利用人数によって場所が狭く感じられることがあり、駐車場が少し離
れている。

指定申請時に承認を頂いている広さやスペースを確保しているが、御
利用者様数が多くなった場合に加え運動プログラムの日に窮屈さを感
じることがある。駐車場については、空きが出次第の変更になる。

「児童発達支援」に対して、経験豊富な職員や資格(保育士資格)を
持っている職員が多いため療育と保育、両方の視点から支援を行うこ
とが出来ること。

お子さんの状態に対しては診断書や前の支援記録なども参考にする
が、必ず紙の上からでは判断をせず実際に見学や体験などをしながら
本利用に進むようにしている。ひと手間あっても体験をしてから本利
用することでギャップを減らすことを意識して取り組んでいる。体験
の際の情報を全員で仮説と検証を考えその子一人一人に対しての支援
の考えを「従業員全員」で出し合っていくようにしている。

教室を4分割に分ける様になったこともあり、個別支援・小集団支
援・大集団支援と言う分け方をしている。更に専門支援も含めて、お
子さん一人一人に応じた人間関係の課題に対して広く対応が出来るこ
と。

一人で集中したいお子さん、大人数では話しにくいけど話しやすい子
とだけなら話せるお子さん、みんなでわいわい話したいお子さん。そ
れぞれの特性や個性を最大限に活かせるように毎日必ず教室わけを
行っている。教室わけをすることで普段話さないお子さん同士でもコ
ミュニケーションが生まれることもある。

支援に対する事前準備・反省に時間を多く割くことで、想定外のこと
を極力減らしたり起こったとして落ち着いて対処が出来る環境になっ
ていること。

毎日反省会をするだけでなく、その際には必ず全員で考えた意見を出
し合いいろいろな視点の意見に着目をする。当たり前のことを当たり
前に深堀をすることで、同じ支援をしていても新しい発見が出来るよ
うに意見を出しやすくしている。

事業所における自己評価総括表公表


